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1. はじめに

情報教育をはじめ調査や実験・演習（以下演習とい

う）をともなう教育では，レポートの提出をともなう

授業が展開される．教員はレポートのテーマを学生に

提示する．学生は与えられたテーマについて，演習を

行い，その結果をまとめてレポートを作成し，教員に

提出する．学生はこのレポート作成を通じて，学習内

容を定着させ，レポートの書き方を学ぶことになる．

レポート提出の形態は 2 種類に大別できる．一つ

は，学生にレポートを提出させるが教員はレポートの

添削を行わず評価する形態である．もう一つは，一定

の水準に達するまでいくどか学生の提出したレポート

を教員が添削し，その水準になるまで学生にレポート

の再提出を求める形態である．本論文で対象とするレ

ポート提出の形態は後者である．

一般に授業担当教員は 1 名から多くても 3 名程度

である．対して，その授業を履修する学生は必修科目

ともなれば 100 名近くになることがある．このよう

な授業でも学生のレポートを教員が添削し，学生にレ

ポートを再提出させることで教育効果を高めることが

できるとよい．

レポートは添削をともなうため，レポート提出には

紙媒体が用いられることが多い．しかし，紙媒体を用

いている場合に，以下のような問題点が存在する．

（1）学生が再提出したレポートには教員が添削時

につけていた指摘は残っていないことが多い．また，

学生がレポートのどの箇所を修正してきたかの把握が

難しい．そのため教員はレポートの再提出時に学生に

質問するなどして，以前つけていた指摘や修正箇所を

確認しなければならない．

（2）学生は教員と対面し，教員がその場でレポー
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In laboratory classes, students repeatedly modify and submit their report until its contents satisfy a 
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ports accurately, manually, and simultaneously by some teachers to process them. This paper describes to 
be able to do the time to wait for correction appropriately as a result of analyzing the management of the 
report of the reality, to promote the report management mechanism based on it.
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